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生徒指導 

 

自治的な学級集団を育成する開発的生徒指導の在り方 
― 「クラス会議」の手法と生徒指導の三機能を生かした話合い活動の工夫 ― 

 

府中市立上下南小学校 津田 典和 
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Ⅰ 問題の所在 
 

１ 自治的な学級集団を育成する必要性 

中央教育審議会答申（平成20年）において，児童

の人間関係の希薄化や生活上の諸問題を話し合って

解決する力の不足，規範意識の低下などが顕著に

なってきていると示され，好ましい人間関係が築け

ていないことが指摘された。 

こうした状況を受け，小学校学習指導要領解説特

別活動編（平成20年，以下「解説」とする。）に

は，「特別活動については，…（略）…，特により

よい人間関係を築く力，社会に参画する態度や自治

的能力の育成を重視する。」1)と示されている。 

また，文部科学省（平成23年）は，「子どもたち

の話合いと実践で創り出すよりよい学級・学校生活

【小学校版】」において，児童が学校生活の中で直

面する身近な問題について熟考しながら，話合いを

重ね，よりよい生活づくりを目指した解決への行動

を通して，児童の社会に参画する態度や自治的な能

力を育成することを目指す「子ども熟議」の取組を

推進している。 

 

２ 自治的な学級集団とは 

福岡市教育センター（平成16年）は，自治的とは

自分の所属する集団による民主的な手続きによって

決定した総意に基づき，教師の支援や援助を借りず

に活動することであると示している。 

河村茂雄（2010）は，自治的な学級集団について，

学級のルールが児童に内在化され，児童の活動が温

和な雰囲気の中で展開され，学級の問題を自分たち

で解決できる集団であると述べている。 

一方，富山県総合教育センター（平成19年）は，

自治的な活動について，学級の生活上の問題に対し

て自らの考えを伝え話し合い，集団決定し，問題を

解決していくことができる活動であると示してい

る。また，自治的な活動ができるようになるために

は，児童相互の信頼関係（リレーション）を基盤と

した話合い活動が必要であると示している。 

さらに，「解説」には，よりよい人間関係を築い

たり，集団としての意見をまとめたりするための話

合い活動では，「話すこと・聞くことの能力」が実

践的に働くと示されている。 

これらのことから，自治的な学級集団とは，学級

のルールが児童に内在化され，自分が所属する学級

の生活上の問題に対して，話合い活動を通して集団

決定し，自分たちの力で問題を解決していくことが

できる集団であると考える。また，自治的な活動を

充実させるためには，児童相互の信頼関係（リレー

ション）を形成し，児童一人一人がより良い学級に

するために自分の考えを分かりやすく伝えたり，相

研究の要約 

本研究は，所属校第６学年の児童を対象に，自治的な学級集団を育成する開発的生徒指導の在り方を
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かした話合い活動の工夫を行えば，児童一人一人が意欲的に話合い活動に参画し，学級における生活上

の諸問題に対して互いに折り合いを付け，自分たちの力で解決することができる自治的な学級集団が育
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を付けることを実感し，自分たちの力で問題を解決する話合い活動を行う姿が見られるようになった。

このことから，本研究の仮説に係る有効性が示唆された。 
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手の立場に立って，真剣に聞いたりすることができ

る力を育成する必要があると考える。 

そこで本研究は，自治的な学級集団に必要な要素

として，話合い活動で合意形成を図る「集団決

定」，学級の約束を全員で守っていく「ルールの内

在化」，互いに信頼し合う「リレーションの形成」

及び自分の考えを分かりやすく伝えたり，相手の意

見を大切に聞いたりする「話す力・聞く力」の４点

（４因子）と整理し，研究を進めることとした。 

 

３ 所属校第６学年の実態 

第６学年の児童（15人）は，６年間同じ学級で生

活している。学級内における児童同士の人間関係を

概観すると，立場や役割が固定化しており，学級で

起きた諸問題の解決に向けた話合い活動で，積極的

に意見を出す児童はいつも２，３人である。その結

果，一見集団決定したように見える解決策も，学級

全員が納得したものになっていないことが多い。 

本年６月に当学年の児童を対象に，「自治的な学

級集団に関する意識調査」を実施した結果を表１に

示す。 

 
表１ 事前調査における肯定的回答の割合（％） 

自治的な学級集団に必要な４因子のうち，「リレ

ーションの形成」因子と「話す力・聞く力」因子に

ついて半数近くの児童が否定的な回答をしていた。

また，「集団決定」因子に含まれる「自分たちで問

題を解決していくことが大切であると考えている」

質問項目に対し，全ての児童が肯定的な回答をして

いるにもかかわらず，「互いの思いを理解して話合

いをしている」「互いの意見の良さを比べながら話

合いをしている」「学級で話合いをするとき，自分

も良く，学級の人にも良い解決方法を考えている」

など話合い活動に関する質問項目には１／３以上の

児童が否定的な回答をしており，自治的な話合い活

動が充実していないことが明らかになった。 

 児童の学校生活の様子や意識調査の結果などから

所属校第６学年においても，生活上の諸問題を自分

たちで話し合って解決する力が十分身に付いておら

ず，自治的な学級集団が形成されていないことが推

測された。 

 

４ 自治的な学級集団を育成する取組 
(1) 学級活動における話合い活動 

学級活動（１）における話合い活動について，

「解説」には，学級の生活上の共同の問題を取り上

げ，話合い活動を通して，学級としての意見をまと

め，集団決定する活動であると示されている。ま

た，杉田洋（2009）は，学級の全員が協力して取り

組むべき内容を扱い，取り上げる内容を児童が決

め，その方法などを話し合い，集団決定する自治的

な活動であると述べている。 

これらのことから，学級活動（１）における話

合い活動は，児童が主体的に取り上げる内容を選定

し，学級の生活上の諸問題に対して，話合いを通し

て集団決定する自治的な活動であると考える。 

一方，学級活動における話合い活動の課題につ

いて，杉田（2013）は，学級の諸問題を解決しよう

とするとき意見があまり出ず，結局は，リーダーシ

ップをもつ子の意見に他の子が同意するだけという

ことが繰り返されることが多いと述べている。 

そこで，全ての児童が意欲的に話合い活動に参

画できる「クラス会議」の手法を話合い活動に取り

入れることが，自治的な学級集団の育成に効果的で

あると考える。 

(2) 「クラス会議」について 

ア 「クラス会議」とは 

赤坂真二（2014）は，「クラス会議」とは，児童

自ら生活上の諸問題を議題として取り上げ，クラス

因子 問 質問項目 肯定的回答 

集
団
決
定 

１ 自分たちで問題を解決していくことが大切であると考えている。  100 

70.7 

５ 互いの思いを理解して話合いをしている。 66.7 

９ 互いの意見の良さを比べながら話合いをしている。 40.0 

13 話合いを通して，自分の考えを見直すことがある。 80.0 

17 学級で話合いをするとき，自分も良く，学級の人にも良い解決方法を考えている。  66.7 

ル
ー
ル
の
内
在
化 

２ 人が嫌がることはしないようにしている。 100 

81.3 

６ 何かをするとき人任せにしないで行動している。 86.7 

10 自分が言ったことに責任をもって行動している。 73.3 

14 学級のルールを守ることは大切であると考えている。  93.3 

18 学級のルールを守っていない人に声をかけている。 53.3 

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
形
成 

３ 学級の中で安心して自分の考えを発表している。 46.7 

52.0 

７ 学級の人が困っているとき声を掛けている。 80.0 

11 同じ班の人が何かをうまくできたとき，その人をほめている。  60.0 

15 学級の人たち一人一人の良いところを見付けている。  53.3 

19 学級の人たちから認められている。 20.0 

話
す
力
・
聞
く
力 

４ 学級で話合いをするとき，聞く人の反応を見ながら自分の考えを発表している。  40.0 

60.0 

８ 学級で話合いをするとき，理由をはっきりさせて自分の考えを発表している。  46.7 

12 学級で話合いをするとき自分の考えが相手に伝わるように，発表している。  53.3 

16 学級で話合いをするとき，誰の話でも相手の気持ちを考えて真剣に聞いている。  86.7 

20 学級で話合いをするとき，互いの意見の違いを理解して聞いている。  73.3 
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全員の民主的な話合いによる解決行動であり，相手

を論破し，言い負かすのではなく，分かり合い，協

力し，双方が納得する答えを見付け出す話合い活動

であると述べている。 

イ 「クラス会議」の手法とは 

「クラス会議」の手法について，赤坂（2014）は

次のように述べている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①～⑥の手法を話合い活動に取り入れていくこ

とで，児童一人一人がより良い雰囲気の中で意欲的

に話合い活動に臨み，自分たちの力で，学級におけ

る生活上の諸問題を解決していくことができるよう

になると考える。 

 しかし，先行研究から「クラス会議」の課題とし

て，集団決定する際に安易に多数決で決めることが

多く，より良い解決策を見出すために，折り合いを

付けた集団決定ができにくいことなどが挙げられる。 

(3) 生徒指導の三機能を生かした話合い活動 

杉田（2013）は，話合い活動で折り合いを付ける

ためには，相手の意見を尊重し，少数意見にも配慮

しつつ，より良い解決策を見付け出していくことが

大切であると述べている。 

話合い活動で互いの意見を尊重させるためには，

相手の意見を真剣に聞く方法を指導したり，相手の

意見の良さを認め，評価し合ったりさせる「共感的

な人間関係を育成する手立て」が効果的であると考

える。 

また，話合い活動で少数意見を生かすためには，

児童一人一人の考えを短冊に書いて黒板に掲示した

り，意見の良さを教師が示したりしながら「自己存

在感を与える手立て」を講じ，色々な意見があるこ

とや，互いの意見の良さに気付かせることが効果的

であると考える。 

さらに，「みんなにとっても自分にとっても良い

方法」の見付け方を助言しながら，自分の意見を考

えさせたり，書かせたりして，発表の仕方を指導し

ながら発表の機会を与えるといった「自己決定の場

を与える手立て」を講じることにより，合意形成し

ていくためのプロセスや，折り合いを付けることを

段階的に学ぶことが可能になると考える。 

これらのことから，話合い活動に「クラス会議」

の手法を取り入れ，生徒指導の三機能（「自己決定

の場を与える」「共感的な人間関係を育成する」「自

己存在感を与える」）を生かすことで，互いに折り

合いを付け，集団決定することができるようになる

と考える。その結果，自治的な活動が促され，自治

的な学級集団が育成されると考える。 

(4) 生徒指導の三機能を生かす手立て 

本研究では，先行研究を基に，話合い活動に生か

す生徒指導の三機能のそれぞれの手立てについて表

２のように整理した。 
 

表２ 話合い活動に生徒指導の三機能を生かす手立て 

生徒指導の

三機能 
生徒指導の三機能を生かす手立て 

 

 

 

自己決定の

場を与える 

 

 

 

・ 考える時間を確保したり，ワークシートを準備

したりすることで，自分の意見を決定し，自信

をもって発言できるようにする。 

・ 集団決定する際に，一人一人の児童が発言す

るために，考える視点を設定し，理由を明確に

できるようにする。 

・ 集団決定した際に合わせて，自己決定の場も

設定し，自己実現の喜びを味わわせるようにす

る。 

 

 

 

自己存在感

を与える 

 

 

 

・ 授業の中で，児童一人一人に自分の想いや考え

を発言する機会を与えるようにする。 

・ 自分が考えた内容を短冊に書き，黒板に貼らせ

る。 

・ 授業の中で，児童の良い発言や頑張っている点

を具体的に評価することで，意欲的に話合い活動

に臨み，発言できるようにする。 

・ 本時を振り返り，児童の良かった点や頑張って

いた点をまとめの話や振返りカードで具体的に

評価していくようにする。 

共感的な人

間関係を育

成する 

・ 話合い活動の前に，児童同士がお互いに良い点

や頑張っている点を紹介し合うことで，受容的

な雰囲気をつくるようにする。 

・ 児童の意見の良さに注目することで，一人一人

の意見を大切に聞くようにする。 

・ 授業の振返りの際，相互評価する時間を確保

し，お互いの頑張りを認め合うようにする。 

 

① 児童が輪になって座る。 

② 発言者を尊重するために，発言者は，目印 

となるトーキングスティックを手に持つ。 

③ 児童は，輪番で発言する。 

④ コンプリメント（相手への賛辞や誉め言葉 

など）を交換する。 

⑤ 解決策のアイデアを出し合い，互いの意見 

の長所に注目する。 

⑥ 解決策について集団決定をする。 
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Ⅱ 研究の目的 

本研究は，「クラス会議」の手法と生徒指導の三

機能を生かした話合い活動の工夫を通して，自治的

な学級集団を育成する開発的生徒指導の在り方を追

究することを目的とする。 

 

Ⅲ 研究の仮説 
 

１ 研究の仮説 
 学級活動において「クラス会議」の手法と生徒指

導の三機能を生かした話合い活動の工夫を行えば，

児童一人一人が意欲的に話合い活動に参画し，学級

における生活上の諸問題に対して互いに折り合いを

付け，自分たちの力で解決することができる自治的

な学級集団が育成されるであろう。 

 
２ 検証の視点・方法 
(1) 検証の視点 

○ 研究授業により，児童一人一人の自治的な活動

が促進し，自治的な学級集団を育成することが

できたか。 

(2) 検証の方法 

○ 質問紙による事前調査を行い，自治的な学級集

団に係る実態を把握する。 

○ 事前調査の結果を踏まえ，クラス会議の手法と

生徒指導の三機能を生かした学級活動指導案を

作成し，研究授業を行う。 

○ 質問紙による事前・事後調査の比較，授業後の

振返りシート及び指導者による行動観察を基

に，研究授業の効果を分析する。 

 

Ⅳ 研究の方法 
 

１ 対象  

所属校第６学年（15人） 

 

２ 質問紙調査 
○ 調査日  事前 平成26年６月６日（金） 

事後 平成26年７月14日（月） 

○ 方 法  ４段階尺度法 

 

３ 研究授業 
(1) 実施計画 

○ 期 間 平成26年６月６日～平成26年７月14日 

○ 対象児童 所属校第６学年（15人） 

○ 対象授業 特別活動（学級活動） 

○ 活動名  「学級の問題をみんなの力で解決しよう」 

○ 目 標 

学級の生活上の問題に対して，互いの意見を尊

重しながら，集団決定し，自分たちの力で問題解

決していく体験を通して，自治的な学級集団を育

成する。 

○ 指導計画 
時 学習内容 評価規準 

事
前
の
活
動 

・ アンケートを実施
し，学級の問題を解

決するために話合い
活動が必要なことを
理解する。 

・ 学級の問題を解決していく
ためには，話合い活動が必要

であることを理解している。 

第
１
時 

・ 自分の考えを学級
のみんなに「分かり

やすく伝えるための
話し方」と「相手を
大切にする聞き方」

を理解する。 
 

・・ 自分の考えを「分かりやす
く伝えるための話し方」と

「相手を大切にする聞き方」
について理解している。 

・ 自分の考えを分かりやすく

伝えようとしている。 

第
２
時 

・ 物事には多様な見

方・考え方や肯定的
な側面と否定的な側
面があることを知

り，積極的に肯定的
な面に注目していく
ことを理解する。 

・ 進んで物事の良いところを

見ることの大切さを理解して
いる。 

・ どんな物にも肯定的な面と

否定的な面があることに気付
き，生活に生かそうとしてい
る。 

帰
り
の
会 

・ 次時に行う話合い
活動の流れを理解
し，次時の活動に関

心をもつ。 

・ 話合い活動の流れと進め方
を知り，進んで取り組もうと
している。 

放
課
後 

・ 話合い活動①に向
けて，司会者・記録

係と話合い活動の進
め方について確認
し，リハーサルを行

う。 

・ 話合い活動の効率的な進め
方について，理解している。 

第
３
時 

・ 男女が協力して取

り組む体育館で行う
スポーツレクの内容
について考え，互い

の意見の良さを生か
し，集団決定する。 

 

・ より良い学級にするため

に，互いの意見の良さを生か
しながら，話合いをしてい
る。 

・ 学級の問題に関心をもち，
他の児童と協力して自主的に
話合いをしている。 

帰
り
の
会 

・ 活動を通して，自
分自身の行動につい
て振返りと自己評価

を行う。 

・ 学級で話し合って決めたこ
とを協力して実践している。 

放
課
後 

・ 話合い活動②に向

けて，司会者・記録
係と話合い活動の進
め 方 に つ い て 確 認

し，リハーサルを行
う。 

・ 話合い活動の効率的な進め

方について，理解している。 

第
４
時 

・ 廊下を走らないよ

うにするために，６
年生から全校児童へ
提案する取組につい

て考え，互いの意見
の良さを生かし，集
団決定する。 

・ より良い学級にするため

に，互いの意見の良さを生か
しながら，話合いをしてい
る。 

・ 学級の問題に関心をもち，
他の児童と協力して自主的に
話合いをしている。 

帰
り
の
会 

・ 活動を通して，自
分自身の行動につい

て振返りと自己評価
を行う。 

・ 学級で話し合って決めたこ
とを協力して実践している。 
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事
後
の
活
動 

・ 単元全体の振返り
を行い，事後アンケ

ートを実施する。 

・ 自分たちの力で話合いを進
め，問題を解決することの大

切さについて理解している。 

 

(2) 生徒指導の三機能を生かした学習指導案の

作成 

 第６学年学級活動指導案を作成し，指導上の留意

点に「生徒指導の三機能」を生かす手立てを記入す

る。表３に第３時の学習指導案を示す。 

 
表３ 生徒指導の三機能を生かした学習指導案 

 学習活動 生徒指導の三機能を生かす手立て 

導
入 

１ 輪になって座

る。 

２ 前時までの振

返りを行う。 

３ 話合い活動の

進め方を確認す

る。 

 

 

◆ 前時の活動で良かった点を紹介す

ることで，本時の活動への意欲付け

にする。【自己存在感を与える】【共

感的人間関係を育成する】 

展
開 

４ 話合い活動を

する。 

(１)あいさつ 

（役割の紹介） 

(２)議題の確認 

(３)話合いの準 

 備 

(４)質問タイム 

(５)集団決定 

(６)先生の話 

(７)あいさつ 

◆ 司会アドバイスカードを参考にし

て，自信をもって進行ができるよう

にさせる。【自己存在感を与える】 

◆ より良い内容を選ぶ際に，視点を

与えて考えさせる。【自己決定の場を

与える】 

◆ 全員に発言する機会を与え，互い

の意見の良いところを意識して聞か

せる。【自己存在感を与える】【共感

的人間関係を育成する】 

◆ 学級で決まったことを基に，自分

自身がどのように実践していくかを

考えさせる。【自己決定の場を与え

る】 

◆ 指導者は，話合い活動で良かった

点について具体的に評価する。【共感

的人間関係を育成する】 

ま
と
め 

５ 学習を振り返

る。 

◆ 振返りの観点を絞り，自己評価，

相互評価することで，自分や友達の

良さを認められるようにする。【自己

存在感を与える】【共感的人間関係

を育成する】 

 

(3) 研究授業の工夫点 

話合い活動において，折り合いを付けながら集団

決定ができるようにするために，次の３点について

工夫を行った。 

① 話し合うためのスキルや態度を身に付けるた

めに，「分かりやすく伝えるための話し方」

「相手を大切にする聞き方」について学習し，

互いを大切にし，発言が苦手な児童も自信を

もって発言できるようにした。 

② 発言者の偏りを防ぎ，発言者を尊重する態度

を育てるために，一人一人が発言する際に手に

もつ「トーキングスティック」を活用した話合

い活動を行った。 

③ 集団決定させる際，表４の「納得シート」を

黒板に掲示し，折り合いの付け方について説明

を行った。 

このことで，自分だけでなく，学級のみんなが納

得できる意見を考え出し，合意形成及び集団決定が

できるようにした。 

 
表４ 納得シート 

 
Ⅴ 研究の結果と考察 
 
１ 研究授業の実際 
(1) 第１時 

ア 学習の展開 

 第１時は，話合い活動の充実に向け，「自分の考

えを分かりやすく伝えるための話し方」や「相手を

大切にする聞き方」について理解させることをねら

いとした。 

指導者が児童役を演じ，話合い活動で良くない話

し方や聞き方をしている場面のロールプレイを行っ

た。児童に話し方・聞き方の良くない点に気付かせ

た後，良い話し方や聞き方について一人一人に考え

させ，発表させた。最後に，学級全員で取り組むこ

とができる「相手に分かりやすく伝えるための話し

方」と「相手を大切にする聞き方」について，それ

ぞれ合言葉を話合いによって決めさせ，学級全体で

共有化させた。 

イ 児童の様子 

 授業後に実施した振返りシートの記述内容の主な

ものを次に示す。 

 

・ 分かりやすく伝える「話し方」と相手を大切にする「聞き

方」が分かったので，これからは，話合いの時に人の話をしっ

かりと聞いて意見をたくさん言いたいです。 

・ 発表するのが苦手だけど，学級で決めた合言葉を意識して自

分の意見を言いたいと思います。 

授業後の振返りシートの記述 

 

実際に，ロールプレイを行い考えさせたことや，

① 意見を比べる。 

② 少し譲って，相手の意見を取り入れる。 

③ 意見の良いところを合わせる。 

④ 条件付きで賛成する。 

⑤ 意見の良いところを取り出し，新しい考えを生み出す。 
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「分かりやすく伝えるための話し方」「相手を大切

にする聞き方」に関する合言葉を決める活動を行っ

たことで，自分の考えを相手に分かりやすく伝える

ためには，どのような話し方をすればよいか気付い

た児童や，学習した話し方や聞き方を今後の話合い

活動に生かそうとする意欲的な児童がいることが分

かった。 

(2) 第２時 

ア 学習の展開 

第２時は，物事には，色々な見方があることを知

り，良いところを進んで見付けていこうとする態度

を育てることをねらいとした。 

４種類の動物の絵から，もし一日だけなれるとし

たらどの動物になりたいかを考えさせ，その動物を

選んだ理由と選ばなかった理由をワークシートに書

かせ，一人ずつ発表させた。その後，動物ごとに選

んだ理由と選ばなかった理由を板書で整理し，どの

動物にも良いところとそうではないところがあるこ

とに気付かせ，物事には多様な見方や考え方がある

ことを理解させた。 

イ 児童の様子 

 授業後に実施した振返りシートの記述内容の主な

ものを次に示す。 

 

・ 良くないところばかりを見て，いやな気持ちになるのではな

く，良いところに注目して話合いをしていきたいです。 

・ 物事の良いところに注目することが大切であることが分かっ

たので，話合いに生かしていきたいです。 

授業後の振返りシート 

 

学習を通して，物事には，人によって良いと感じ

ることもあれば，良くないと感じることもあり，

色々な見方や考え方があることに気付かせることが

できた。 

また，人の意見の良いところに注目して話合い活

動を進めていこうとする態度の育成にもつなげるこ

とができた。 

(3) 第３時・第４時 

ア 学習の展開 

第３時・第４時は，学級における生活上の諸問題

について話し合い，互いの意見の良さを生かしなが

ら集団決定を行うことができるようになることをね

らいとした。 

話合い活動において，議題に対する自分の考えを

短冊に書かせ，全員の意見を黒板に掲示した。 

そして，出された意見の中から集団決定する際

に，考える時間を十分に確保して，みんなにとって

も自分にとっても良い意見を一人一人に考えさせ，

全員に発言する機会を与えることで，話合い活動に

参加しているという自覚をもたせた。 

その後，出された意見の中から，「納得シート」

を活用して，折り合いを付けた意見を考えさせ，合

意形成させた。 

最後に指導者が，折り合いを付けるために相手の

意見を認めたり，受け入れたりした児童の発言につ

いて賞賛したり，振返りの際に，児童の発言内容や

話し合う態度について良かった点を相互評価させた

りした。 

イ 児童の様子 

第３時・第４時の授業後に実施した振返りシート

の記述内容の主なものを次に示す。 

 

・ 二つの意見をつなげたり，良いところを合わせたりすると，

学級にとってより良い解決策になることが分かったので，これ

からやっていきたいです。 

・  多数決で決めないで，みんなが納得した話合いで決めるこ

とができたのでよかったです。 

授業後の振返りシート 

 

 「納得シート」を活用したことで，折り合いの付

け方を理解し，互いの意見の良さを生かしながら，

学級全体が納得できる意見を出し合うことができ，

合意形成が図られ，集団決定する力が高まった。 

 また，事後活動の様子から，集団決定したことに

互いに声を掛け合いながら，意欲的に取り組むこと

ができていることが分かった。 

 

２ 質問紙調査の結果と考察 

(1) 各因子の評定平均値の結果 

 事前，事後調査の因子ごとの評定平均値の結果を

図１に示す。ｔ検定の結果，各因子の評定平均値は

全て有意に上昇した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 質問紙調査における各因子の評定平均値 

2.9 3.1

2.6 2.6

3.4 3.3
3.1 3.2

2

2.5

3

3.5

4

集団決定 ルール リレーション 話す・聞く力

＊＊はｐ＜0.01            ＊はｐ＜0.05事前 事後

** * ** **
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(2) 因子ごとの結果と考察 

ア 集団決定 

 図２に「集団決定」因子に係る質問項目別評定平

均値の結果を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
図２ 「集団決定」因子に係る質問項目別評定平均値 

 

 事前から事後にかけて問13以外の質問項目は上昇

し，問１，問５，問９については有意に上昇した。 

 これらの要因として，まず，児童一人一人に意見

を出す場を与え，互いの意見の長所に注目させると

いうクラス会議の手法が効果的であったと考える。

第３時，第４時の話合い活動の様子を見ると，少数

意見を尊重したり，良い考えを探したりする姿勢を

もった話合い活動が増えた。さらに，出された意見

を短冊に書き，黒板に掲示するといった「自己存在

感を与える手立て」や，折り合いを付けるための方

法を具体的に提示し，しっかりと時間をとって「み

んなにとっても自分にとっても良い方法」を考えさ

せる「自己決定の場を与える手立て」を講じたこと

で，自分たちで意見をまとめたり，決めたりする集

団決定の良さを実感できたためと考える。 

イ ルールの内在化 

 図３に「ルールの内在化」因子に係る質問項目別

評定平均値の結果を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３ 「ルールの内在化」因子に係る質問項目別評定平均 

  値 

 

 事前から事後にかけて問６以外の質問項目は上昇

し，問14については有意に上昇した。 

 これらの要因として，クラス会議の手法であるト

ーキングスティックを持っている人の発言を尊重す

ることや，輪番で発言するといった話合いの手順や

ルールを児童一人一人に理解，確認させ話合い活動

を行ったからであると考える。また，発言者の方を

向いて聞かせるといった「共感的人間関係を育成す

る手立て」を講じたことで，発言者の偏りがなくな

り，互いの意見を真剣に聞く児童も増えた。さらに，

集団決定した後，決定したことに対して，自分自身

がこれからどのように取り組んでいくのかといった

「自己決定」をさせたことで，集団決定したことに

対して全ての児童が責任をもって行動していた。問

14の質問項目で否定的な回答をしていた児童も活動

後の振返りシートに「自分たちでルールを決めたか

ら楽しかった。」と記述しており，多くの児童が自

分たちでルールを決めることの良さを実感できたと

考える。 

ウ リレーションの形成 

 図４に「リレーションの形成」因子に係る質問項

目別評定平均値の結果を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 「リレーションの形成」因子に係る質問項目別評定平

均値 

 

事前から事後にかけて全ての質問項目が上昇し，

問11，問19は有意に上昇した。 

これらの要因として，児童間の距離が近く，全員

の顔を見ることができる車座になって座り，互いの

意見の良いところを交流させるクラス会議の手法が

効果的であったと考える。また，先述した相手の意

見を真剣に聞かせたり，少数意見にも十分耳を傾け

たりといった「共感的人間関係を育成する手立て」

を講じたことで，一人一人の良さや頑張りを共有し

合い，認め合うことにつながったためと考える。 

エ 話す力・聞く力 

 図５に「話す力・聞く力」因子に係る質問項目別

評定平均値の結果を示す。 
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図５ 「話す力・聞く力」因子に係る質問項目別評定平均 

  値 

 

 事前から事後にかけて全ての質問項目が上昇し，

問４，問８，問20の質問項目は有意に上昇した。 

 これらの要因として「分かりやすく伝えるための

話し方」と「相手を大切にする聞き方」について，

話合いを通して自分たちでできる方法を見付けさせ，

その後，合言葉でまとめさせ，教室に掲示したこと

が効果的であったと考える。そして，自分の意見を

しっかり考え，まとめる時間を確保するといった

「自己決定の場を与える手立て」を講じたことで，

常に話し方・聞き方を意識，確認することができ，

自分の意見を自分の言葉で発表し，それを真剣に聞

いてくれる話合いの良さが実感できたためと考える。 

その結果，これまでの話合い活動では，意見を出

すことが少なかった児童が，積極的に発言したり，

事前調査で「話す力」に否定的な回答をしていた児

童が，「次回の話合い活動が楽しみだ。」と記述した

りしていた。 

(3) 行動観察の結果と考察 

研究授業後の児童の姿を次に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

行動観察による児童の姿 

 

行動観察から，クラス会議の手法を取り入れ，生

徒指導の三機能を生かした話合い活動により，互い

の考えの違いや共通点をはっきりさせながら，自分

たちの力でより良い考えを見付け出す自治的な話合

い活動ができる学級集団になってきていることが窺

える。また，自分の意見を自分の言葉で発言できる

ようになり，自分のことだけでなくみんなのことを

考えて意見を出す児童が増加した。自分たちの力で

合意形成を図り，集団決定できたことは，児童の自

信へとつながり，自分たちの問題は自分たちで解決

したり，集団決定したことは一人一人の児童が責任

をもって実践したりすることにつながると考える。 

 

Ⅵ 研究の成果と課題 
 
１ 研究の成果 
○ クラス会議の手法に生徒指導の三機能を生かし

た話合い活動の工夫を取り入れることは，学級に

おける生活上の諸問題に対して，児童一人一人が

意欲的に話合い活動に参画し，合意形成及び集団

決定させることができ，自治的な学級集団を育成

する上で有効であることが明らかになった。 

○ 学級における生活上の諸問題の解決に向けて，

少数意見を尊重し，折り合いを付けながら自分た

ちでより良い方法を考えるために，「効果的な話

し方・聞き方」の指導及び折り合いの付け方を示

した「納得シート」の活用は，有効であることが

明らかになった。 

 

２ 今後の課題 

○ 本研究の効果が，学級における生活上の諸問題

の解決に向け，学級活動以外の場面でどのように

生かされているか検証する必要がある。 

○ 自治的な学級集団の育成と生徒指導上の諸問題

との関連，さらには一人一人の学力の向上との関

連について明らかにする必要がある。 
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・ 話合い活動でどの児童からも意見が多く出されるように

なった。 

・ 自分のことだけでなく，学級全体のことも考えた意見が出

るようになった。 

・ これまで話合い活動に消去的であった児童が，自ら司会に

チャレンジしたいと立候補するようになった。 

・ 普段の生活から，相手に分かりやすく伝えるために学級で

決めた約束を意識して発表することができるようになった。 

・ 集団決定後の実践活動に意欲的に取り組む児童が増えた。 

・ 集団決定したことに対して，互いに声掛けをしながらみん

なでやっていこうとする姿が見られるようになった。 
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